









マイヤーは自伝的長篇『おれたちが夢見ていたころ』Als wir träumten 










































 5） Clemens Meyer: Die stillen Trabanten. Erzählungen. 2017, Fischer, Frankfurt a.M. 
以下、引用・参照指示の際には、カッコ内に頁数のみ示す。なお、本作は 2018
年にベルリン・ドイツ劇場の Armin Petrasによって舞台化された。
 6） Vgl. Wiebke Porombka: Nachts sind wir alle einsam. Zeit Online, 23.05.2017.
 7） Vgl. Christian Buß: Himmel aus Beton. Spiegel Online, 18.03.2017.
























「海浜鉄道の最後の運行」Die letzte Fahrt der Strandbahn：人生に行き
























































































































































































































































































































































































































































































































Vgl. Platthaus, a.a.O. この、メリハリをつけつつ、収録諸篇を配置順に読ませよ
うとする仕掛けは、登場人物の重複こそ見られないものの、全篇がひとつの作品
世界を構成するものとして執筆されていることを印象付ける要素である。
 15） 拙論参照。杵渕博樹：他者との出会いと開かれた土着性―クレメンス・マイヤー
『静かなる衛星』、西日本ドイツ文学第 32号（2020）
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の、考えようによっては無理もない反応が、結果的に特異な軌道を描いてし
まっているのである。
彼ら〈なりかわり〉の当事者たちは、不運な出来事や、理解できないもの
との遭遇を契機として、安定的な自己を失う。一般的には、その未知の対象
について、限られた範囲であっても、知ることができれば、理解することが
できれば、不安は軽減されるはずだ。しかし、その対象自体は、すでに不在
であり、あるいは失われており、あるいは気配だけがあって捉えがたい。つ
まり、直接的に問うことができない。そのとき、まるで偶然のように〈なり
かわり〉行為の契機が訪れるのである。そして、やむをえず他者に成り代る
ことによって、主体は、結果的に他者に関わる何事かを自らに引き受け、そ
のような仕方でもってその他者について「知る」に至り、さしあたり、極度
の不安から解放されることとなる。
『静かなる衛星』では、マイヤー作品の多くがそうであるように、今も旧
東独地域で暮らす当地出身者たちの世界を描きながら、特に、現在と過去の
東西国境、あるいは外国との国境を越える往還をモチーフにしているケース
が目立つ。たとえば、「氷の下」では、ヨーロッパ各地の競馬場が話題とな
り、「われわれの時代に」はソ連亡命時代のコミュニスト作家たちを描いて
いる。冒頭の「1」や、「海浜鉄道の最後の運行」、「物件 95のガラス片」、表
題作「静かなる衛星」における難民やムスリムの登場も、越境を暗示するも
のと言えるだろう。「隙間」の主人公の心理においては、事件によって、一
旦は外国人への警戒意識が強まり、恐怖感が増幅される。無論、これは差別
的排外主義の温床となりうる感覚である。しかし、この心理的な〈構え〉
は、彼がもともと別の世界への憧れ、あるいは広義の自由への志向を持って
いたこともあって、外国で勤務していた人物への感情移入とその生活の追体
験、すなわち疑似的な越境によって、変質させられ、その帯びるベクトルの
向きがずらされていく。「隔たり」の主人公である列車運転士もまた「東」
で暮らし続ける「東」出身者であり、これに対し、「笑う男」の生活拠点は
「西」であった。運転士にとって、「笑う男」への接近は、地理的な越境ばか
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りではなく、心理的な越境をも伴う往還を必要とするものだったと言える。
彼らの〈なりかわり〉は、象徴的には〈他者へ至る越境〉であり、そのよう
な仕方でしか実現しえない〈他者との出会い〉について、さらには〈他者と
の共感〉について、あるいは、それを疑似的に実践できるような、より自由
な想像力について、われわれ読者に対して、具体的なモデルとして問題提起
しているのである。
また、本短篇集では、その収録作品の多くにおいて（冒頭の「1」、「海浜
鉄道の最後の運行」、「氷の下」、「アルゴノートの帰還」、「われわれの時代
に」）、死あるいは死者が大きな役割を果たしている。そこでは、まだ生きて
いる者たち、生き残っている者たちが、今は亡き死者たちを想起し、あらた
めて彼らとの共感、あるいは疑似的な交流を模索する。「隙間」における
〈なりかわり〉対象は死者であり、「隔たり」における〈なりかわり〉もま
た、いわば死者に導かれるような仕方で生じている。この二篇における〈な
りかわり〉は、作品全体を通して変奏される〈死者たちへの共感の試み〉の
端的な例でもあるのだ。
おわりに
「隙間」では、かつてレコード店を営んでいた老婦人が、シューベルトの
「冬の旅」のレコードをかけ、主人公は歌詞に耳をすます。「よそ者として
やってきて、よそ者として去っていく」（114）。主人公の〈なりかわり〉が
一過性のものであることが暗示されていると言えるだろう。〈なりかわり〉
の肯定的な効果も、長続きするものではないのかもしれない。「隔たり」の
列車運転士も、その後、無事帰宅できるのか、失踪してしまうのか、自殺し
てしまうのか、まだわからない。
それでも、他者との出会いが〈なりかわり〉へと展開する経緯に限って言
えば、やはり、他者理解、他者との共存を志向しているように見える。人生
の危機にある主体には、そのような困難な契機こそが希望に通じているのか
もしれない。見知らぬ、理解不能な他者との出会いは、閉ざされ、行き詰っ
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た実存にとって、現状を打開するチャンスとなりうる。もちろん、その際に
われわれが、不可知状態の解消、無関心状態からの脱却を経て、拒絶や憎悪
へではなく、社会的な相互認知へと向かうことができるとは限らない。その
意味では、マイヤーの〈なりかわり〉のエピソードは、どちらも、やや楽観
的・「ご都合主義」的に過ぎるかもしれないが、そこには、その虚構ならで
はの特異な展開にもかかわらず「ひょっとしたら自分にもそういうことがあ
るかもしれない」と感じさせるだけのリアリティがある。彼らの経験する出
来事は、意図的に真似ることはできないが、理屈抜きで感情移入しうる間口
の広さを持っている。あきらめないためには、ニヒリズムに陥らないために
は、どうしても希望を残す必要があるのである。
本作における、想像力の作動あるいは共感の出発点に立つための実践モデ
ルとしての〈なりかわり〉は、いかにも政治的・思想的に無自覚な素朴な見
かけを持っている。主人公たちの素直さは、他者を人間として信用するため
の前提となるものだ。近年、ヨーロッパでは大量の難民の受け入れを背景に
極右が台頭しつつある。日本の場合、そもそも難民の受け入れに関しては消
極性が目立ち、戦争犯罪や植民地支配を巡っては歴史修正主義が蔓延し、在
日外国人に対する差別的・脅迫的言動が後を絶たない。〈他者との共存〉を
否定する発言や行為が横行するこのような状況において、本作に見られるよ
うな、多様な可能性を孕んだ〈他者との出会い〉の具体例の提示は、文学表
現独自の仕方で、これに対抗する積極的メッセージを発信するものとして、
ささやかながら、普遍的な意義を持っていると言えるのではないだろうか。
キーワード
ドイツ文学、現代文学、東ドイツ、短篇小説、クレメンス・マイヤー
